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令和 7 年度 次世代森林集約化促進事業 
（国事業名：森林の集約化モデル地域実証事業） 
 
森林の集約化モデル地域実証事業 説明会 報告書 
令和 7 年 8 月 10 日（日）9：00～10：40 所有者様・役員様 59 名中 15 名様のご参加 

 

 

【事業実施主体（予定含む）】 

東中地区森林の集約化促進協議会 
会員：東中区（予定）・東中林道愛護組合（予定） 

新潟県糸魚川地域振興局農林振興部 
糸魚川市産業部農林水産課・ぬながわ森林組合 

事務局長：ぬながわ森林組合 本多俊一 

℡025-552-1533 Fax025-553-2293 E-mail：sinrin@alto.ocn.ne.jp 
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説明会での了承事項（結論） 
・本事業を東中地区としても進めていく事 

 

・協議会の会員として、東中区、東中林道愛護組合から加わっていただく事 

 ⇒9 月に設立総会と懇親会を計画しご案内させて頂きます。役員様等からご出席賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 

・アンケートには名前も記入して回答する事 

 ⇒特に境界明確化事業を進めるにあたり、境が分かる方を確認したいためです。もちろん、今回の回答内容

に今後縛られるものではありません。しっかりと時間をかけてご家族・ご親戚でお話合いを進めて頂いたう

えで、最終的な意向調査は、令和 8 年 5 月に改めて実施の計画です。 

 

 

参加者様よりご質問・ご意見等 

・集約化するにあたり、所有者の許可は得るのか。また、伐採の際も許可を得るのか。 

  本事業においては、有資格者が在籍している専門業者と境界明確化を実施し、地区の役員様・精通者様と

一緒に森林地番想定図（案）を作成します。（案）が完成した際に、ご説明の上、同意（許可）を頂戴しま

す。その後、山林買取プランを提示し、希望される方で同意を頂いた所有者様とは、中越パルプ工業様への

売却を進めます。なお、森林整備にしろ、公共工事にしろ、伐採を伴う事業については、地区なり所有者様

の同意は求められているものと、認識しておりますし、ぬながわ森林組合もその様に各契約書・同意書を取

り交わして、これまで進めさせて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・集約化の対象範囲はどこになるのか 

  平成 25・27・28・29・令和元・2・3 年度で森林作業道を新規に開設整備したエリアを含む、利用間伐を

実施したエリアが集約化計画の対象範囲になります。なお、切り捨て間伐を実施したところは、基本的に集

約化の対象範囲外です。ただし、新たな路網設置で搬出が可能となれば対象地に含める予定です。よって、7

年間で利用（搬出）間伐と切り捨て間伐を合計で約 51ha 実施して参りましたが、実際の集約化範囲はそれよ

りも小さくなる見込みです。【右図：各年度塗り分けた箇所のうち搬出可能エリア】 
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一方、境界明確化事業につきましては、面的な繋がりによる整合が求められることから、上記エリアを含

めた範囲、約 150ha となります。【上図：水色塗り箇所】 
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・中越パルプ工業に売却後、林道はどうなるか。 

  林道道山線・林道東中線とも、糸魚川市の管理道路であります。よって、売却云々に関係なく、引き続き

の通行使用は可能です。 

 

・もし事業期間の 2 年間でやりきれなかった場合、延長とか可能なのか。 

  本事業は 2 年間でやりきる事となっており、作業が残ってしまった場合には自己負担となりますので、2 年

間で工程表記載の作業を進めていく計画です。 

 

・是非この事業を活用して集約化を進めてもらいたい。ただ、中越パルプ工業へ売却後に皆伐・再造林する

際、地滑り地帯から山崩れを誘発しないか心配である。 

  各所有者様から集約の意向調査を令和 8 年 5 月に取り纏め、皆伐再造林を具体的に検討していく際、山地

災害を防ぐ目的で、皆伐のひと固まりは 2.5ha 程度が上限となり、保存帯を設けることとなります。よっ

て、それ以上の面積を一気に皆伐し、山を丸裸にすることは、補助金上も出来ません。最終的に集約化に参

加されない方々の箇所を中心に、皆伐しない保存帯とする考えです。いずれにしましても、本事業による地

形解析結果を踏まえながら、山地災害を誘発しない計画を作って参ります。 

 

・農道中山線方面で整備が始まったが、同じような方向性なのか。 

  はいその通りです。仁王堂の説明会では“構想がある”として説明し、皆様方から受け止めて頂いておりま

す。（最初にご送付した「公図未整備地区における荒廃民有林「東中千本スギ」再生事業」資料のスライド 17

番をご参照くださいませ）また、昨年度実施いたしました農道中山線方面の事業結果につきましては、「第 19

回森林組合トップセミナー及び森林再生基金事業発表会の動画公開について」に記載の youtube をご視聴く

ださいませ。 

 

・所有が細かいので、後々の事を考えると、本事業を機に手放すチャンスとなるのは有難い。 

 

 

 

 

 

 

 

事務局本多よりご意見伺い 

・専門的なご見地から、本事業に対してのご意見を頂戴したい。 

（高橋秀樹様）皆さんで話し合いながら進めていくほかないのではないか。 


